
 

 

 
 
 

 

 

株式会社日本政策投資銀行（以下「DBJ」という。）は、株式会社東陽     

（本社：愛知県刈谷市、代表取締役社長：羽賀 象二郎、以下「当社」という。）

に対し、「DBJ BCM格付」に基づく融資を実施しました。 

 

「DBJ BCM格付」融資は、DBJが開発した独自の評価システムにより、防災

および事業継続への取り組みが優れた企業を評価・選定し、その評価に応じて  

融資条件を設定するという、「BCM 格付」の専門手法を導入した世界で初めての

融資メニューです。 

 

当社は、昭和 30 年創業の、主として機械・工具メーカーから仕入れた製品を  

自動車部品メーカーなど自動車産業向けに販売している機械・工具専門商社です。 

 

今回の格付では、以下の点を高く評価しました。 

 

(1) 非常時の連絡通信手段の複数確保や高度利用者向け緊急地震速報の導入、  

月２回の安否確認訓練の実施等を通じて、防災体制の強化に努めている点 

(2) 拠点が分散している事業基盤を活かし、本社機能、サプライチェーン管理に 

おいて代替性を有効に確保していることに加え、各部ごとにクリティカル業務

を洗い出し、重要な経営資源である人員やシステムについて対策を実施する等、

事業継続の高度化に取り組んでいる点 

(3) 顧客ニーズ等を踏まえた戦略在庫の確保や分散調達を通じて、サプライ   

チェーン上の事業継続リスクの低減に努めている点 

 

その結果、当社は「防災及び事業継続への取り組みが優れている」という格付

を取得しました。 

 

DBJ は、企業理念「金融力で未来をデザインします～金融フロンティアの   

弛まぬ開拓を通じて、お客様及び社会の課題を解決し、日本と世界の持続的発展

を実現します～」に基づき、有事における事業継続の推進に向けたお客様の   

取り組みを積極的に支援してまいります。 

 

（株）東陽に対し、 

「DBJ BCM格付」に基づく融資を実施 
-サプライチェーンにおけるリスク管理及び協力体制の構築を高く評価- 

【お問い合わせ先】 

東海支店 業務課 電話番号 ０５２－５８９－６８９２ 

 

 

平成 31年 3月 29日 

株式会社日本政策投資銀行 


